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一
、
は
じ
め
に

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
『〔
高
野
山
秘
記
〕』
は
、
二
〇
一
六
年
一
月
に
久
保

田
淳
氏
よ
り
斯
道
文
庫
に
寄
贈
を
受
け
た
古
典
籍
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た

巻
子
本
で
あ
る
。
前
欠
の
た
め
、
当
初
の
書
名
は
不
明
で
あ
り
、
木
箱
内

に
本
書
と
共
に
入
っ
て
い
た
古
書
店
の
札
で
は
、「
土
佐
国
御
栗
野
明
神
記
」

と
題
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
内
容
は
真
福
寺
や
高
野
山
諸
院
家
等
に
所

蔵
さ
れ
る
『
高
野
山
秘
記
』
に
相
当
し
（
伝
本
に
よ
り
書
名
は
様
々
だ
が
、

『
高
野
山
秘
記
』
と
総
称
す
る
）、
高
野
山
と
弘
法
大
師
空
海
に
関
す
る
中

院
流
の
秘
事
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
の
伝

授
奥
書
を
持
ち
、
現
存
諸
本
の
中
で
も
書
写
年
代
が
特
に
古
い
善
本
と
認

め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
真
福
寺
蔵
の
三
本
と
の
校
異
と
共
に
、
翻
刻
を
掲

載
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

な
お
、
本
書
は
平
成
二
十
九
年
度
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
品
展

覧
会
「
空
海
と
密
教
の
典
籍
」
に
出
陳
し
て
お
り
、
同
展
の
解
説
小
冊
子1

に
一
部
分
の
図
版
を
掲
載
し
て
い
る
。

二
、
書
誌

〔
高
野
山
秘
記
〕　

一
軸　

斯
道
文
庫
蔵　

092
─

ト
146
─

1

　
　

嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
四
月
写

斯
道
文
庫
蔵
『〔
高
野
山
秘
記
〕』
翻
刻
・
解
題

高　

橋　

悠　

介
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巻
子
装
（
未
表
装
・
軸
な
し
）。
前
欠
。
黄
蘗
染
の
楮
紙
打
紙
を
十
紙

継
ぐ
。
天
地
一
五
・
〇
糎
、
一
紙
長
約
四
六
・
〇
糎
（
前
欠
の
第
一
紙
が

二
二
・
〇
糎
、
第
二
紙
・
第
三
紙
が
四
五
・
八
糎
、
第
四
紙
か
ら
第
九
紙

ま
で
い
ず
れ
も
四
六
・
〇
糎
、
第
十
紙
四
五
・
八
糎
）。

　

無
辺
無
界
、
一
紙
あ
た
り
十
六
～
十
九
行
、
毎
行
字
数
不
等
、
字
高
約

一
四
・
〇
糎
前
後
。
本
文
は
漢
文
、
附
返
点
・
送
仮
名
・
音
訓
・
連
合
符
。

送
仮
名
に
は
一
部
、
後
か
ら
加
え
た
と
思
わ
れ
る
、
墨
が
薄
い
も
の
が
あ

る
。
又
、
訓
点
の
一
部
も
後
筆
か
。

　

奥
書
（
第
十
紙
末
尾
）「
先
海
僧
正
授
釋
王
寺
闍
梨ニ
一
、
／
々
々
授
高

野
中
院
闍
梨
、
々
々
／
授
琳
賢
闍
梨
、
々
々
授
光
明
寺
／
阿
闍
梨ニ
一
、
々
々

授
賢
有
闍
梨ニ
一
、
／
々
々
傳
賢
秀ニ
一
、
々
々
許
賜
／

 
一

ニ

。
／
琳
賢
口
云
、

不
知
他
人ニ
一
、
相
互ニ

存
／
生ノ

時ハ

不
知
両
人
一
、
努
力
不
可
／
散
越
一
。
又
云

此
事コ
ト

全
非
書
付ニ
一
、
／
只
口
授ス
ル

也
。
／
嘉
禎
四
年
〈
戊
／
戌
〉
四
月
廿

三
日
傳
／
第
十
代
□
□
／
一
交
了
」。

　

裏
書
が
三
箇
所
あ
り
、
第
九
紙
の
裏
書
に
は
「
乍
恐
箱
底
書
持
畢
／
是

蓮
峯
之
肝
要
也
。
非
宿
縁
／
者
、
専
可
隔
聞
歟
。
而
今
幸
奉
／
値
良
縁
、

忽
蒙
此
記
文
之
許
。
／
殊
有
子
細
全
非
輙
、
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。
／
仍
慎
外
見
、

制
誡
顕
然
也
。
況
／
可
為
冩
本
哉
。
欲
埋
樹
下
／
其
一
也
。
若
不
尒
閉
眼

者
傳
／
経
人
必
可
存
此
由
、
可
奉
任
／
大
師
明
神
之
御
照
見
而
已
云
々
。」

と
あ
る
。

　

前
欠
の
た
め
、
外
題
・
内
題
等
は
確
認
で
き
ず
、
本
書
を
収
め
る
近
代

の
木
箱
に
も
墨
書
等
は
な
い
が
、
側
面
の
ラ
ベ
ル
に
「
土
佐
国
御
栗
野
／

明
神
之
記
／
一
巻
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

三
、
構
成
の
特
色

　

本
書
の
内
容
・
構
成
を
、
各
条
の
記
事
中
か
ら
主
要
な
語
を
抽
出
し
て

示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

① （
奥
院
石
室
）

② 

土
佐
國
御
栗
野
明
神

③ 

金
堂
両
壇
之
香
水
壷
二
器
事

　

 （
附
、
所ノ

堀
出ス
一
五
尺
寳
釼
并
金
銅ト
ウ
ノ経
軸
事
）

④ 

金
堂
大
塔
両
─

所ノ

鎮
─

所ノ

事

⑤ 

寳
珠
安
置
三
所

⑥ 

中
院
少
塔
（
附
、
大
師
御
自
作
准
胝
観
音
）

⑦ 
大
師ハ

三
月
廿
一
日ノ

寅
時ニ

御
入
定ス

故
如
何

以
上
に
続
け
て
、
末
尾
に
前
掲
の
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
構
成
は

現
存
諸
本
の
中
で
は
、
真
福
寺
蔵
『
高
野
山
深
秘
』（
後
掲
丙
本
、
延
慶
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二
年
写
）
に
最
も
近
い
。
こ
こ
で
、『
高
野
山
秘
記
』
の
諸
本
に
つ
い
て
、

阿
部
泰
郎
氏
の
研
究2

他
を
参
照
し
つ
つ
、
条
文
数
の
多
寡
に
よ
り
便
宜
的

に
二
つ
に
分
け
て
示
し
て
お
く
（
も
と
も
と
複
数
の
由
来
を
持
つ
切
紙
を

類
聚
し
て
成
立
し
た
本
で
あ
り
、
後
者
が
前
者
の
一
部
を
抄
出
し
た
略
本

と
い
う
訳
で
は
な
い
）。

▽
広
本
系

・
高
野
山
宝
亀
院
蔵
『
高
野
秘
事
』
一
帖3　

元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
写

・
真
福
寺
蔵
（
甲
）『
高
野
山
秘
記
』
一
帖　

康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
写

・
天
理
図
書
館
蔵
『
高
野
山
秘
記
』
一
帖4　

明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
写

　
（
真
福
寺
蔵
甲
本
の
転
写
本
系
）

・
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
『
高
野
山
秘
記
』一
冊5　
永
享
二
年（
一
四
三
〇
）写

・
大
谷
大
学
図
書
館
『
高
野
秘
記
』
一
冊　

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
写

・
高
野
山
持
明
院
蔵
『
高
野
山
秘
記
』
一
冊　
〔
江
戸
期
〕
写

・
高
野
山
三
宝
院
蔵
『
高
野
山
秘
記
』
一
冊　
〔
江
戸
期
〕
写

▽
広
本
に
対
し
て
条
数
の
少
な
い
伝
本

・
真
福
寺
蔵
（
乙
）『
高
野
口
決
』
一
軸　

貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
写

・
真
福
寺
蔵
（
丙
）『
高
野
山
深
秘
』
一
帖　

延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
写

・
真
福
寺
蔵
（
丁
）『
高
野
山
秘
事
』
一
帖　
〔
室
町
期
〕
写

・
続
群
書
類
従
『
高
野
山
順
礼
記
』

（
貞
治
六
年
奥
書
を
有
し
、
本
文
も
真
福
寺
蔵
乙
本
に
近
似
。
真
福
寺

蔵
乙
本
を
底
本
に
し
た
も
の
か
。）

こ
の
他
、『
高
野
山
秘
記
』
と
共
通
す
る
条
文
を
持
ち
つ
つ
、
他
本
と
取

り
合
わ
せ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
蔵
『
高
野

山
事
』
三
帖
（〔
室
町
期
〕
写
）
や
、
高
野
山
持
明
院
蔵
『
高
野
山
口
伝
』

三
巻
一
冊
（
文
化
六
年
写
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

斯
道
文
庫
本
の
構
成
を
、
広
本
を
代
表
す
る
真
福
寺
蔵
甲
本
（
康
永
四

年
写
）
と
比
較
す
る
と
、
同
書
の
34
条
分
の
内
容
の
う
ち
、
斯
道
文
庫
本

は
第
11
条
の
一
部
と
第
12
～
17
条
の
七
条
分
に
対
応
す
る
本
文
を
有
し
て

い
る
（
以
下
、
真
福
寺
蔵
本
の
条
文
の
数
え
方
は
、
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
中

世
高
野
山
縁
起
集
』
に
よ
る
）。
各
条
の
配
列
に
つ
い
て
も
、
甲
本
の
相

当
部
分
と
同
じ
で
あ
る
。

　

一
方
、
条
数
の
少
な
い
伝
本
と
比
較
す
る
と
、
真
福
寺
蔵
丙
本
は
、
弘

法
大
師
が
御
閉
眼
後
に
実
恵
に
告
げ
た
高
野
山
の
浄
土
の
秘
伝
に
関
す
る

条
（
甲
本
第
31
条
に
相
当
）
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
に
甲
本
第
11
条
～
17
条

の
七
条
分
に
相
当
す
る
条
文
が
順
に
続
い
て
い
る
。
丙
本
は
転
写
を
繰
り
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返
し
た
も
の
だ
が
、
最
も
古
い
年
記
に
元
暦
元
年
の
伝
受
奥
書
が
あ
り
、

阿
部
泰
郎
氏
は
丙
本
を
「『
秘
記
』
の
ひ
と
つ
の
古
態
を
示
す
中
核
部
分

を
伝
え
た
テ
ク
ス
ト
か
と
推
定
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る6

。
斯
道
文
庫
本
と

丙
本
は
本
文
系
統
も
近
く
（
後
掲
校
異
参
照
）、
も
し
、
斯
道
文
庫
本
の

前
欠
部
分
に
、
甲
本
第
31
条
と
同
第
11
条
の
前
半
に
相
当
す
る
記
事
が
あ

る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
丙
本
と
構
成
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

乙
本
（
あ
る
い
は
続
群
書
類
従
本
）
は
、
前
半
は
『
高
野
山
秘
記
』
と

共
通
す
る
が
、
後
半
は
別
の
本
か
ら
増
補
し
た
条
文
が
多
い
。
甲
本
第
31

条
か
ら
始
ま
っ
て
同
第
11
～
14
条
・
15
～
17
条
に
相
当
す
る
記
事
が
順
に

あ
り
、
二
条
分
の
独
自
本
文
を
挟
ん
で
、
甲
本
第
8
～
10
条
・
第
6
条
と

一
部
共
通
す
る
本
文
を
持
つ
条
が
あ
り
、
そ
の
後
の
大
部
分
は
由
来
を
別

に
す
る
記
事
だ
が
、
途
中
、
甲
本
第
30
条
の
前
半
に
相
当
す
る
記
事
も
含

ま
れ
る
構
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
半
部
分
を
丙
本
な
ど
他
伝
本
と
合
わ

せ
て
考
え
る
と
、
甲
本
第
31
条
と
同
第
11
～
17
条
の
記
事
が
一
ま
と
ま
り

の
も
の
と
し
て
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
。
甲
本
第
11
～
17
条

の
記
事
が
、
こ
の
順
番
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
は
、
広
本
で
は
天
理
図
書

館
蔵
・
大
谷
大
学
本
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
他
、
持
明
院
本
に
異
本
と
し

て
目
録
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
金
剛
峯
寺
日
記
」
も
同
様
で
あ
る
。

　

な
お
、
斯
道
文
庫
本
で
は
、
⑥
中
院
少
塔
の
条
の
末
尾
に
、
行
頭
を
下

げ
て
『
御
遺
告
』
由
来
の
「
宀
一
山
土
心
水
師
」
に
関
す
る
注
記
（
第
八

紙
第
4
～
8
行
）
が
あ
る
が
、
乙
本
に
こ
の
部
分
が
な
い
の
は
、
乙
本
が

⑤
寳
珠
安
置
三
所
の
条
を
欠
い
て
い
る
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。「
宀

一
山
土
心
水
師
」
に
関
す
る
注
記
は
、
内
容
的
に
は
直
前
の
記
事
と
は
関

係
が
な
く
、
む
し
ろ
⑤
寳
珠
安
置
三
所
の
条
と
関
わ
る
こ
と
が
、
そ
う
考

え
る
理
由
で
あ
る
。
な
お
、
丁
本
は
、
斯
道
文
庫
本
と
は
全
く
重
な
る
条

文
が
な
い
た
め
、
今
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
く
。

四
、
本
文
の
特
色

　

本
稿
末
尾
に
斯
道
文
庫
本
の
翻
刻
と
共
に
、
真
福
寺
甲
乙
丙
本
三
種
と

の
校
異
を
示
し
た
が
、
斯
道
文
庫
本
は
総
じ
て
古
態
性
を
示
す
良
質
な
本

文
を
伝
え
て
い
る
と
言
え
る
。

　

第
二
紙
の
裏
書
に
あ
る
「
明
神
住
處
、
号
崛ホ
ラ
ノ
ミ
サ
キ
ト

御
崎
。
一

金
剛
定
寺
傍
也
」

か
ら
始
ま
る
記
事
は
、
真
福
寺
蔵
の
甲
乙
丙
三
本
な
ど
他
伝
本
で
は
、
斯

道
文
庫
本
②
の
「
土
佐
國
御
栗
野
明
神
」
以
下
に
対
応
す
る
記
事
の
前
に

置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
初
に
「
土
佐
國
御
栗
野
明
神
」
と
正
式
名

称
が
示
さ
れ
、
こ
の
御
栗
野
明
神
（
御
厨
明
神
と
も
）
が
空
海
の
登
山
を

先
導
し
た
と
い
う
記
事
の
後
な
ら
ば
「
明
神
住
處
」
で
も
良
い
が
、
本
条
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の
最
初
か
ら
「
明
神
住
處
」
と
始
ま
る
の
は
唐
突
感
が
あ
る
。
斯
道
文
庫

本
の
裏
書
の
よ
う
な
注
記
が
後
に
本
文
化
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
⑥
中
院
少
塔
の
条
末
尾
の
「
宀
一
山
土
心
水
師
」
に
関
す

る
記
事
が
行
頭
を
下
げ
て
書
か
れ
て
い
る
の
も
、
先
述
し
た
よ
う
に
配
置

こ
そ
ず
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
来
は
注
記
的
な
記
事
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

広
本
を
代
表
す
る
真
福
寺
蔵
甲
本
に
は
、
斯
道
文
庫
本
や
真
福
寺
蔵
乙
・

丙
本
の
対
応
条
文
中
に
は
み
え
な
い
記
事
が
一
部
あ
る
。
奥
院
石
室
の
条

（
斯
道
文
庫
本
で
は
第
①
条
、
第
一
紙
）
の
末
尾
の
「
広
大
宝
楼
閣
善
秘

密
陀
羅
尼
、
両
部
大
日
等
所
居
云

々
」、
宝
釼
・
経
軸
・
飛
行
三
古
杵
等
に

関
す
る
条
（
斯
道
文
庫
本
で
は
第
③
条
、
第
三
紙
）
の
末
尾
の
「
件
飛
三

古
、
同
宝
釼
、
安
二
置
十
六
丈
軸
上
北ニ
一
云

々
」
と
い
う
記
事
、
中
院
少
塔

等
に
関
す
る
条
（
斯
道
文
庫
本
で
は
第
⑥
条
、
第
八
紙
）
の
末
尾
に
あ
る
、

大
師
が
准
胝
観
音
を
造
立
し
た
際
に
唱
え
た
真
言
な
ど
が
、
斯
道
文
庫
本

や
真
福
寺
蔵
乙
・
丙
本
に
は
み
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
記
事
が
い
ず
れ
も
条

文
の
末
尾
に
み
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
斯
道
文
庫
本
等
が
こ
う
し
た
記

事
を
脱
落
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
後
か
ら
増
補
さ
れ
た
記
事
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

乙
・
丙
本
を
斯
道
文
庫
本
と
比
べ
る
と
、 

乙
・
丙
本
に
は
共
通
粗
本
が

あ
る
よ
う
で
、
共
に
目
移
り
に
よ
る
二
箇
所
の
脱
落
箇
所
が
あ
る
。
一
つ

は
斯
道
文
庫
本
第
二
紙
で
3
行
目
と
5
行
目
に
共
に
「
大
師
平
生
以
後
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
こ
と
に
よ
る
目
移
り
で
、
そ
の
間
の
文
が
乙
・

丙
本
共
に
脱
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
斯
道
文
庫
本
第
四
紙
の
2
行
目
か
ら

「
大
塔
新
始
鎮
壇
時
」
と
あ
り
、
9
行
目
か
ら
「
大
師
新ニ

重テ

所
レ
令
二
鎮
壇
一

也
」
と
あ
る
、
そ
の
間
の
記
事
も
、
目
移
り
で
乙
・
丙
本
共
に
脱
落
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
丙
本
で
は
こ
の
条
の
末
尾
に
行
頭
を
下
げ
「
裏
云
、
或

本
見
之
」
と
し
て
当
該
部
分
の
本
文
を
他
本
か
ら
補
っ
て
い
る
。
校
異
を

全
体
的
に
み
て
も
、
斯
道
文
庫
本
は
甲
本
に
比
べ
乙
・
丙
本
系
に
近
い
が
、

乙
・
丙
本
の
欠
陥
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
本
文
を
有
し
て
い
る
。
乙
本
に

は
、
写
し
崩
れ
と
思
わ
れ
る
字
が
目
立
ち
（「
員
」
→
「
冥
」、「
寳
」
→

「
室
」、「
失
」
→
「
先
」
等
）、
丙
本
も
乙
本
程
で
は
な
い
に
し
て
も
「
一

刀
」
を
「
万
」
と
す
る
よ
う
な
誤
り
が
あ
る
が
、
斯
道
文
庫
本
は
意
味
が

取
り
に
く
い
箇
所
が
少
な
い
。
⑤
寳
珠
安
置
三
所
の
条
で
、
能
作
性
宝
珠

を
「
能
作
成
」
と
す
る
の
は
甲
本
に
も
共
通
す
る
が
、
斯
道
文
庫
本
は
直

後
に
こ
れ
を
「
性
」
と
す
る
注
記
を
入
れ
て
お
り
、
内
容
を
理
解
し
て
写

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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五
、『
高
野
山
秘
記
』
の
成
立
過
程
と
、
斯
道
文
庫

本
末
尾
の
相
承
次
第

　

こ
こ
で
、『
高
野
山
秘
記
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
ふ

ま
え
つ
つ
確
認
し
て
お
く
。『
高
野
山
秘
記
』
の
広
本
の
条
文
中
に
は
、

複
数
の
本
奥
書
・
識
語
や
相
承
次
第
が
入
り
込
ん
で
お
り
、
複
雑
な
成
立

過
程
が
想
定
さ
れ
る
が
、
特
に
道
範
と
明
澄
が
切
紙
類
を
編
集
し
て
成
立

し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
真
福
寺
蔵
甲
本
で
は
、「
弘
法
大
師
御
閉
眼

之
後
、
実
恵
告
云
」
か
ら
始
ま
る
第
31
条
目
の
末
尾
に
、
次
の
よ
う
な
奥

書
が
あ
る
。

　
「
承
元
四
年
九
月
四
日
、
書
之
。
本
云
。
師ハ

本ト

不
記
之
一
。
私
口

記
之
一
。

仁
治
三
年
〈
才
次
／
壬
寅
〉
二
月
九
日
辛
酉
〈
鬼
宿
／
火
曜
〉。
次
、

正
智
院
御
本ヲ

書
写
畢
。
小
野
、
広
沢
、
仁
和
、
醍
醐
、
石
山
、
小
嶋

等
、
日
記
雖
多
一
、
高
野
山
龍
光
院
本
願
明
算
中
院
御
房
、
御
夢
想

感
得
書
等
、
能
々
可
レ
得
二
心
一
云

々
。

正
智
院
御
誡
云
、
秘
法
雖
多
一
、
今
書
等
、
難
相
一
、
難
聞
一
。
可
秘

可
喜
一
。
常
恒ニ

思
惟シ
テ
、
時ト
シ
テ勿
忘コ
ト

一
、
日ト
シ
テ莫
失
一
。
只
、
常
恒ニ

可

行
一
、
可
観
一
、
可
念
一
、
長
遠ナ
リ
。
不
信
、
不
愧
、
誹
謗
、
放
逸ニ

不

可
令
見
一
、
不
可
令
聞
一
。
努
力
々
々
。
卅
枚
也
小
切
紙
等ヲ
今
取
作
也
。

又
、
正
智
院
御
口
決
云
。
嘉
禎
四
年
正
月
廿
一
日
、
阿
闍
梨
道
範
記

之
云

々
。」

阿
部
氏
は
こ
の
奥
書
か
ら
、「
31
条
ま
で
の
広
本
と
し
て
共
通
す
る
分
に

つ
い
て
は
、
道
範
も
し
く
は
そ
の
相
承
を
受
け
た
某
に
よ
り
、
三
十
枚
の

切
紙
を
取
あ
つ
め
て
編
み
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
は

嘉
禎
四
年
か
ら
仁
治
三
年
ま
で
の
間
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う7

」
と
す

る
。
そ
の
上
で
、
第
32
条
・
第
33
条
に
源
照
か
ら
明
澄
に
相
承
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
奥
書
・
相
承
次
第
が
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
、
第
34
条
の
明
澄
が

尋
ね
出
し
た
本
と
す
る
奥
書
、
第
2
条
の
明
澄
の
注
記
・
第
18
条
の
道
範

―
明
澄
に
至
る
相
承
次
第
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
広
本
の
形
が
成
立

す
る
過
程
に
、
道
範
の
弟
子
で
あ
っ
た
明
澄
が
関
わ
っ
た
こ
と
を
推
測
す

る8

。

　

こ
の
真
福
寺
蔵
甲
本
第
31
条
目
の
奥
書
の
う
ち
、
直
接
道
範
に
関
わ
る

「
嘉
禎
四
年
正
月
廿
一
日
」
と
い
う
年
記
を
ふ
ま
え
る
と
、
斯
道
文
庫
本

の
「
嘉
禎
四
年
〈
戊
／
戌
〉
四
月
廿
三
日
傳
」
と
い
う
奥
書
が
持
つ
意
味

は
大
き
い
。
斯
道
文
庫
本
は
、
明
澄
に
よ
る
増
補
・
編
集
が
加
わ
る
前
の

段
階
の
本
文
を
示
す
と
推
測
さ
れ
る
が
、
斯
道
文
庫
本
が
有
す
る
条
文
に
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限
っ
て
、
内
容
の
形
成
を
相
承
次
第
か
ら
み
る
と
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

斯
道
文
庫
本
の
奥
書
前
の
相
承
次
第
は
、「
先
海
僧
正
、
授
釋
王
寺
闍

梨ニ
一
」
と
始
ま
り
、
釋
王
寺
闍
梨
〔
頼
尋
〕（
丹
波
釈
王
寺
創
建
）、
高
野

中
院
闍
梨
〔
明
算
〕、
琳
賢
闍
梨
、
光
明
寺
阿
闍
梨
、
賢
有
闍
梨
、
賢
秀
、

 

（om
-a ‒

）
へ
と
伝
授
さ
れ
た
秘
伝
で
あ
る
と
い
い
、
続
い
て
、
散

越
せ
ず
口
授
す
る
よ
う
に
と
い
う
琳
賢
（
一
〇
七
四
～
一
一
五
〇
）
の
口

伝
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
先
海
僧
正
」
は
「
先
、
海
僧
正
」
と
解
釈
す
れ

ば
、
仁
海
（
九
五
一
～
一
〇
四
六
）
が
想
起
さ
れ
る
が
不
詳
で
あ
る
。
次

の
釋
王
寺
阿
闍
梨
（
頼
尋
）
は
生
没
年
不
詳
だ
が
、
延
久
五
年
（
一
〇
七

三
）
に
仁
和
寺
観
音
院
で
大
御
室
性
信
か
ら
灌
頂
を
受
け
て
お
り
（『
血

脈
類
集
記
』
第
四
）、
ま
た
中
院
流
祖
・
明
算
（
一
〇
二
一
～
一
一
〇
六
）

に
灌
頂
を
授
け
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
琳
賢
は
、
明
算
の
資
・
良
禅

の
資
と
し
て
中
院
流
の
血
脈
に
名
を
連
ね
、
高
野
山
検
校
十
九
世
と
な
っ

た
僧
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
中
院
闍
梨
明
算
と
こ
れ
を
遡
る
先
師
の
名
を
出
す
の
は
中
院

流
の
秘
伝
で
あ
る
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
実
質
的
に
本
書
の
内
容
に
関

与
し
て
い
る
僧
を
考
え
る
際
に
は
、
こ
の
相
承
次
第
の
末
尾
近
く
が
問
題

に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
う
ち
賢
有
ま
で
の
伝
授
は
、
真
福
寺
蔵
甲
・
乙
・

丙
本
や
宝
亀
院
蔵
『
高
野
秘
事
』
な
ど
に
も
確
認
で
き
る
が
、
賢
有
か
ら

賢
秀
へ
の
伝
授
を
伝
え
る
記
事
以
降
は
、
こ
れ
ら
に
は
な
い
本
書
特
有
の

も
の
で
あ
る
（
真
福
寺
蔵
甲
・
乙
・
丙
本
や
宝
亀
院
蔵
『
高
野
秘
事
』
で

は
、
賢
有
ま
で
の
伝
授
を
記
し
た
後
、
琳
賢
の
口
伝
が
続
く
）。

　

そ
こ
で
、
賢
有
の
周
辺
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
賢
有
は
長
寛

元
年
（
一
一
六
三
）
五
月
十
日
に
近
江
光
明
寺
で
寛
有
か
ら
灌
頂
を
受
け

て
お
り
（『
血
脈
類
集
記
』
第
五
）、
賢
秀
は
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
四

月
に
開
田
院
で
公
賢
か
ら
灌
頂
を
受
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
血
脈
類

集
記
』
第
七
）。
と
こ
ろ
で
、
真
福
寺
蔵
甲
・
丙
本
や
宝
亀
院
蔵
『
高
野

秘
事
』
で
は
、
賢
有
ま
で
の
相
承
次
第
と
琳
賢
の
口
伝
の
後
に
、
元
暦
元

年
（
一
一
八
四
）
の
伝
受
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
奥
書
は
、
真
福
寺
蔵
甲
本

や
宝
亀
院
本
で
は
琳
賢
の
口
伝
の
直
後
に
あ
る
が
、
丙
本
で
は
最
初
に

「
写
本
云
」
と
し
て
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
の
奥
書
を
記
し
た
後
、「
又

奥
書
本
云
」
と
し
て
「
元
暦
元
年
〈
甲
／
辰
〉
八
月
十
日
、
賜
之
。〈
可

秘
々
々
、
同
書
之
／
生
年
六
十
八
〉」
と
あ
り
（「
同
書
之
」
の
部
分
、
甲

本
「
聞
書
了
」、
宝
亀
院
本
「
聞
書
畢
」）、
さ
ら
に
転
写
の
奥
書
が
続
く
。

「
生
年
六
十
八
」
の
部
分
は
、
甲
本
で
は
次
の
条
の
「
明
算
感
得
書
云
」

以
下
の
文
中
に
混
入
し
て
い
る
が
、
元
来
は
丙
本
の
如
く
、
元
暦
元
年
伝

受
奥
書
の
後
に
入
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
広
本
の
『
高
野
山
秘
記
』
の
編
者



─ 72 ─

に
は
道
範
（
一
一
七
八
～
一
二
五
二
）・
明
澄
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、

大
師
の
入
定
日
に
関
す
る
口
伝
の
条
を
含
む
一
部
分
は
、
道
範
以
前
に
元

暦
元
年
（
一
一
八
四
）
に
伝
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
相
承
次
第
が

大
師
の
入
定
日
に
関
す
る
口
伝
の
み
に
か
か
る
可
能
性
も
な
い
と
は
い
え

な
い
が
、
現
存
伝
本
の
構
成
か
ら
考
え
る
と
、
斯
道
文
庫
本
の
七
条
分
、

あ
る
い
は
こ
れ
を
含
み
込
む
真
福
寺
蔵
丙
本
の
八
条
分
が
一
ま
と
ま
り
と

し
て
想
定
で
き
、
こ
の
部
分
に
限
っ
て
成
立
を
考
え
る
と
、
年
で
い
え
ば

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）、
人
で
い
え
ば
賢
有
の
辺
り
が
目
安
と
な
ろ
う
。

　

賢
有
の
師
で
あ
る
寛
有
は
、『
血
脈
類
集
記
』
第
五
に
よ
れ
ば
、「
号
二

柿
御
園
少
将
一
。
藤
原
有
家
息
。
寛
意
僧
都
灌
頂
資
」
と
い
う
。
近
江
光

明
寺
を
拠
点
と
し
て
灌
頂
を
授
け
て
い
る
た
め
、
相
承
次
第
で
賢
有
の
直

前
に
出
て
く
る
「
光
明
寺
阿
闍
梨
」
も
寛
有
を
指
す
か
。
寛
有
の
名
は
、

真
福
寺
蔵
甲
本
の
第
8
条
（
掘
り
出
さ
れ
た
宝
釼
・
経
や
、
大
師
ゆ
か
り

の
宝
珠
・
三
古
杵
に
関
す
る
条
）
に
「
柿ノ

御
薗ノ

少
将
ア
サ
リハ

、
不
動
三
摩

地ニ

入
、
大
師ハ

御
坐ト

、
秘
事ニ
テ
伝
給
也
」
と
み
え
る
。
こ
の
辺
り
の
記
事
も

寛
有
か
ら
伝
授
を
受
け
た
人
物
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
賢
有
に

よ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。『
高
野
山
秘
記
』
は
数
次
に
わ
た
る
編
集
・
増

補
を
経
て
、
真
福
寺
蔵
甲
本
の
よ
う
な
広
本
の
形
態
と
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
道
範
・
明
澄
以
前
に
形
成
に
関
わ
っ
た
重
要
人
物
と
し
て
賢
有
に

注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

斯
道
文
庫
本
の
相
承
次
第
は
、
賢
有
か
ら
賢
秀
を
経
て

 

に
至
っ
て

い
る
が
、

 

に
つ
い
て
は
不
詳
で
、
嘉
禎
四
年
の
奥
書
の
後
の
「
第
十

代
□
□
」
も
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、『
高
野
山
秘
記
』
広

本
成
立
以
前
を
考
え
る
際
、
真
福
寺
丙
本
『
高
野
山
深
秘
』
と
共
に
重
要

な
伝
本
な
の
は
間
違
い
な
い
。
仮
題
を
「
高
野
山
深
秘
」
と
す
る
こ
と
も

考
え
た
が
、
転
写
を
重
ね
た
丙
本
の
外
題
も
当
初
の
も
の
か
わ
か
ら
な
い

の
で
、
ひ
と
ま
ず
『
高
野
山
秘
記
』
と
い
う
総
称
を
書
名
と
し
て
、
以
下

に
紹
介
す
る
。

［
翻
刻
凡
例
］

・
行
取
り
は
原
本
に
従
い
、
翻
刻
上
部
に
各
紙
毎
の
行
数
を
示
し
た
。
行

間
に
空
き
が
あ
る
場
合
も
、
空
白
の
幅
が
お
お
よ
そ
わ
か
る
よ
う
行
数

を
振
っ
た
。
ま
た
、
各
紙
の
末
尾
に
、 

」（
第
～
紙
）
の
よ
う
に
紙
の

区
切
り
目
を
示
し
た
。

・
句
読
点
は
、
私
に
補
っ
た
。
割
書
は
〈　

〉
で
括
り
、
割
書
内
の
改
行

位
置
を
／
で
示
し
た
。

・
異
体
字
の
一
部
、
よ
く
使
わ
れ
る
も
の
は
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・
□
は
虫
損
そ
の
他
で
欠
損
し
て
い
る
字
を
示
す
。
た
だ
し
残
画
と
他
本
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を
参
照
し
て
推
定
で
き
る
字
は
、
こ
れ
を
（　

）
で
括
っ
て
傍
記
し
た
。

■
は
墨
滅
を
示
す
。

［
校
異
凡
例
］

・
斯
道
文
庫
本
の
各
紙
中
の
行
数
と
共
に
、
当
該
の
語
と
校
異
を
示
し
た
。

・
対
校
本
は
、
真
福
寺
蔵
の
以
下
三
本
で
あ
り
、（
甲
）（
乙
）（
丙
）
の

略
称
で
示
し
た
。

甲
：
真
福
寺
蔵
『
高
野
山
秘
記
』　

綴
葉
装
、
一
帖
、
康
永
四
年
（
一

三
四
五
）
十
月
寿
雄
写

乙
：
真
福
寺
蔵
『
高
野
口
決
』　

巻
子
本
、
一
軸
、
貞
治
六
年
（
一
三

六
七
）
八
月
写

丙
：
真
福
寺
蔵
『
高
野
山
深
秘
』　

粘
葉
装
、
一
帖
、
延
慶
二
年
（
一

三
〇
九
）
四
月
良
意
写

こ
れ
ら
対
校
本
に
つ
い
て
は
、
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
中
世
高
野
山
縁
起

集
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
の
影
印
及
び
翻
刻
を
参
照
し
た
。

た
だ
し
、
乙
本
は
「
寳
珠
安
置
三
所
」
に
相
当
す
る
条
と
「
土
心
水
師
」

に
関
す
る
記
事
（
斯
道
文
庫
本
第
八
紙
4
～
8
行
目
の
記
事
）
が
な
い

た
め
、
当
該
部
分
は
甲
・
丙
二
本
と
の
校
異
の
み
を
示
す
。

・
斯
道
文
庫
本
の
第
二
紙
・
第
三
紙
の
裏
書
は
、
対
校
本
で
は
本
文
中
に

挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
箇
所
と
の
異
同
を
示
し
た
。
第
九
紙

の
裏
書
に
相
当
す
る
記
事
は
、
対
校
本
に
は
み
え
な
い
。

・
第
四
紙
2
行
目
「
大
塔
新
始
」
か
ら
9
行
目
「
其
傍
ニ
」
ま
で
は
、
乙
・

丙
本
の
当
該
箇
所
に
は
な
い
が
、
丙
本
で
は
当
該
条
末
尾
に
「
裏
云
、

或
本
見
之
」
と
し
て
始
ま
る
記
事
に
、
対
応
す
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ

を
、（
丙
或
裏
云
）
と
し
て
校
異
を
示
し
た
。

・
読
仮
名
・
送
仮
名
の
相
違
、
訓
点
の
有
無
は
校
異
の
対
象
と
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
漢
字
は
前
後
し
て
い
て
も
同
様
に
読
み
下
せ
る
も
の
や
、

本
行
の
「
之
」
と
送
仮
名
の
「
ノ
」、「
無
」
と
「
无
」
な
ど
も
校
異
の

対
象
と
し
な
い
。
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（
前
欠
）

1　

世
々
□
（
番
カ
）

2　

語タ
テ

忽ニ

失ヌ

。
件
石
室
ハ
、
六
尺
間

3　

三
間
也
。
三
六
十
八
也
。
金
剛
頂
宗

4　

表
示
十
八
會
所
也
。
有
中
心

5　

蓮
花
座
、
顕
花
蔵
世
界ヲ
一
。
竪
ハ

6　

□
（
三
カ
）尺

七
寸
也
。
著
三
十
七
尊
員カ
ス
ヲ一

。

7　8　9　

 
 

 
 

」 
（
第
一
紙
）

1　

土
佐
國
御
栗
野
明
神
、
号
愛 

＊
裏
書

2　

漫
大
菩
薩ト
一
。
本
地ハ

是
愛
染
王
也
。

3　

件
明
神
ハ
、
大
師
平
生
以
後

4　

至
于
御
入
定
尅ニ
一
相
副
、
寸
分

5　

不
離
也
。
大
師
平
生
以
後
始テ

6　

喰
食
味ヲ
一
。
件
明
神
令
含
一
給

7　

也
。
身
形
三
尺
許ナ
リ

。
此レ

方マ
サ
ニ

如
シ
ユ侏ヒキ

人儒シ
ウ

3
金
剛
頂
宗
―
金
剛
定
宗
（
甲
）

4
會
所
―
會
之
處
（
乙
丙
）

5
世
―
ナ
シ
（
甲
乙
丙
）

6
著
―
表
（
甲
乙
丙
）　

6
員カ

ス
ヲ―
冥
（
乙
）　

＊
甲
本
は
本
条
末
尾
に
「
廣
大
寳
樓
閣
善
秘
宀
陀
羅
尼
、
両
部
大
日
等
所
居
云

々
」

と
い
う
記
事
が
入
る
。

2
本
地ハ

―
本
形ハ

（
甲
）　

2
愛
漫
―
愛
慢
（
甲
）　

2
愛
染
王
―
愛
染
明
王
（
乙
丙
）

4
至
于
御
入
定
尅ニ
一
相
副
、
寸
分
不
離
也
。
大
師
平
生
以
後
―
ナ
シ
（
乙
丙
）

5
始テ

喰
食
味ヲ
一
―
始
喰
味
一
（
甲
）

6
件
―
ナ
シ
（
乙
）　

6
令
含
一
―
令
食
（
丙
）

7
侏シ

ユ

―
件
（
乙
）

▽
翻
刻　

斯
道
文
庫
蔵
『〔
高
野
山
秘
記
〕』 

▽
校
異
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8　

件
明
神
ハ
、
大
師
尋

ケ
ハ
シ

二
嶮ケ
ン

難ナ
ン
ノ

道
一

9　

令
登
山セ
一
之
間
、
道ノ

前キ
ニ
立テ

、
以
金

10　

剛
杖ツ
エ
ヲ

、
一

盤
石
古
樹
等
、
速
疾

11　

掃
ハ
ラ
ヒ

却サ
リ

、
故ニ

件ノ

路
ヲ
云
掃ハ
リ

道ト
一
。

1213　

金
堂
両
壇
之
香
水
壷
二
器

14　

事
。o

件

銅
器
ハ
、
大
師
於
此
朝ニ
一

15　

所
鑄タ
ウ
─

調ス
ル
也
一

。
御
自
筆
有
記
文
一
。

16　

汀ク
ワ
ン

琓
チ
ヤ
ウ
ノ

器
ハ
、
恵
果
付
属
物
也
。

17　

両
器
共
ニ
、
阿
耨
達
池
水
入
満
。

18　

金
堂
未
申ノ

方ニ

、
有
閼
伽
井
一
。 

」 

（
第
二
紙
）

＊
（
第
二
紙
裏
書
）

1　

明
神
住
處
、
号
崛ホ
ラ
ノ
ミ
サ
キ
ト

御
崎
。
一

金
剛
定
寺

2　

傍
也
。
金
剛
定
寺ニ
ハ
、
大
師ノ

木モ
ク

像ノ

御
影

3　

有
ク
ス
ノ
木ナ
リ

内ノ

、
其ノ

像ノ

傍ニ

俗
形
ア
リ
。

4　

此レ
ハ
彼ノ

明
神ノ

本
形
、
不
審
。

8
道
―
ナ
シ
（
甲
）　

8
尋
―
一
日
（
乙
）

10
古
―
ナ
シ
（
乙
）　

11
掃ハ

ラ
ヒ

却サ
リ

―
払ヒ

却サ
ク
ル

処ナ
リ
（
甲
）　

11
故ニ

―
ナ
シ
（
甲
）　

11
掃ハ

リ

道ト
一
―
拂ハ

リ

道ト
一
（
甲
）

13
両
壇
―
西
壇
（
甲
）　

13
二
器
―
一
器
（
乙
）・
二
品
（
丙
）

14o

件

―
ナ
シ
（
甲
乙
丙
）

15
所
鑄タ

ウ
─

調ス
ル
也
一

―
鑄
調
給ヘ

リ
（
甲
）　

15
御
自
筆
―
御
筆
（
甲
）

16
汀ク

ワ
ン―

ナ
シ
（
甲
）・
丁
（
乙
丙
）

17
入
満
―
入
也
（
甲
）

18
有
―
ナ
シ
（
甲
）

1
住
處
―
所
（
乙
）　

1
崛ホ

ラ
ノ―
屈
（
甲
乙
丙
）　

1
金
剛
定
寺
―
金
剛
頂
寺
（
甲
乙
丙
）

3
ク
ス
ノ
木ナ

リ
内ノ
―
楠

ク
ス
ノ

木ノ
内ニ

（
甲
）・
楠
内
（
乙
）・
楠
内ニ

（
丙
）　

3
傍ニ
―
ナ
シ
（
甲
）

4
此レ

ハ
―
是レ

（
甲
）　

4
本
形
―
本
形
歟
（
丙
）　

4
不
審
―
木
室
（
乙
）
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1　

同
阿
耨
達
池
水
移
入
也
。
不ス
三
干ヒ
二 

＊
裏
書

2　

冬
夏ニ
モ
霊
一

水
之
上
、
并
三
密

3　

加
持
力ナ
ル
カ故

也
。

4　

所ノ

堀
出ス
一
五
尺
寳
釼
并
金
銅ト
ウ
ノ

5　

経
軸
事
〈
経
者
、
般
若
理
趣
経
也
。
不
朽
／
経
軸
一
、
於
文
字
表
紙

等
亡■

ハ
ホ
ウ

失シ
ツ
ス。〉

６　

件
釼
軸ノ

所ヲ
レ
出ス
二
堀
一
不
知
一
多ク
ハ
人

7　
大
塔
跡
云
々
。
尚
可
相
尋
一
。
今
埋
山
、

8　

天
竺
山
也
。
件
山
、
奥
院
未
申

9　

隅ニ

相
─

宛
、
有
高
山
一
。
右
件
山
也
。 

10　

寳
釼ハ

、
釋
迦
菩
薩
之
本
尊ナ
リ
。

11　

経
ハ
、
同ク

菩
薩ノ

持
経
也
。

12　

自
二
大
唐
一
所ノ
レ
令
二
擲
一
三
古
杵ノ

13　

落
─

居イ
ル

所
ハ
、
大
塔
之
心
柱
跡
也
。

14　

改
ア
ラ
タ
メ

安
置ス
ル
所
ハ
、
大
塔ノ

宛
二
背ロ
ニ
、
一

正ハ

15　

北ニ

有
高
𦊆
一
。
件
岳
頂ニ

、
所
被

16　

埋
置
一
也
。
杵ノ

中ニ
ハ

佛
舎
利
籠
。

17　18　

金
堂
大
塔
両
─

所ノ

鎮
─

所ノ

事

1
也
―
ナ
シ
（
甲
乙
丙
）

2
密
―
蜜
（
乙
）

5
経
軸
事
―
軸
事
（
甲
丙
）　

5
般
若
―
ナ
シ
（
甲
）　

5
不
朽
／
経
軸
一
、
於
文

字
―
不
朽
ク
チ
経
也
／
軸
ハ
出
文
字
（
甲
）　

5
表
紙
等ハ

―
紙
表
示
（
乙
）・
紙
表

（
丙
）　

５
亡■ホ

ウ

失シ
ツ
ス―

已
ニ
破
云

々
（
甲
）・
已
失
云

々
（
乙
丙
）

6
多ク

ハ
人
―
人
多
（
甲
）

7
尚
可
相
尋
一
―
後
十
六
丈
水
精ノ

軸ノ

端シ
ヲ
堀
出
云

々
。
極
秘
云

々
。
尚
可
二
相
尋
一
（
甲
）

9
相
─

宛
―
相
當テ

（
甲
）・
宛
（
乙
）　

9
高
山
一
右
―
高
山
岩
石
一
（
甲
）

10
寳
―
室
（
乙
）　

11
也
―
也
云

々
（
甲
）

12
所ノ

―
ナ
シ
（
丙
）

13
落-

居イ
ル

所
―
落ル

御
居
所
（
甲
）

14
宛
二
背ロ

ニ
正ハ

北ニ

有

一

高
𦊆
一
―
當
二
背ノ

正
北ニ
一
有
岡
一
（
甲
）

16
佛
舎
利
籠
―
佛
舎
利ヲ

籠タ
リ

。
件
飛
三
古
、
同
寳
釼
、
安
二
置
十
六
丈
軸
上
北ニ
一
云

々

（
甲
）

18
鎮
─

所ノ

事
―
鎮
事
（
甲
乙
）
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19　

大
塔ノ

鎮
壇
ハ
、
有
二
─

所ニ
一
。
一ツ

者ニ
ハ

、 

」 

（
第
三
紙
）

＊
（
第
三
紙
裏
書
）

1　

白
鷺
池
水
云

々
、
或
説

1　

釋
迦
菩
薩ノ

シ
給
フ本
鎮ナ
リ
。
二ツ

者ニ
ハ

、
大
師

2　

始テ

建
立
時ノ

鎮ナ
リ

。
大
塔
新
始
鎮

3　

壇
時
、
地
堀
ク
エ
ツ

テ

鐴歓群
ヲ
打チ

立ル

間ニ

4　

本
鐴歓群
壷
陽ア
ラ
ハ
□
テ
打
出
。
而
間
、

5　

大
師
騒サ
ワ
キ

警ク

。
爰ニ

明
神
示シ
テ

6　

云
、
此ハ

是
釋
迦
菩
薩
鎮
壇
之

7　

舊
所ヲ

示
ス
輪
壷
等
出
現ス

。

8　

尒
時
、
還
テ
又
如ニ

本ノ
一
埋ミ
─

隠シ

了
。

9　

其
傍
ニ
、
大
師
新ニ

重テ

所
レ
令
二
鎮

10　

壇
一
也
。o

自

大
唐
一
擲
杵
ハ
、
件
鎮
壇

11　

所
落
居
也
。
金
堂
鎮
壇
、
大
師

12　

新
所
令
鎮
也
。
故ニ

設ト
ヒ

雖ト
モ

レ
有ト

13　

度
々
焼
失コ
ト
、
堂
跡
ヲ
ハ
不
可

14　

移
轉
一
也
。

19
大
塔ノ

―
ナ
シ
（
甲
）

1
白
鷺
―
白
路
（
乙
）　

1
池
水
―
池
水
也
（
甲
）

2
大
塔
新
始
～
（
9
行
目
）
其
傍
ニ
―
ナ
シ
（
乙
）

4
本
―
大
（
丙
裏
云
）　

4
陽

ア
ラ
ハ
□
テ
―
障テ

（
甲
・
丙
或
裏
云
）

5
騒サ

ワ
キ

警ク

―
騒シ

ム

（
甲
）・
騒
驚
（
丙
或
裏
云
）

6
云
―
之
（
丙
或
裏
云
）

7
等
―
只
（
甲
）

8
了
―
畢
（
丙
或
裏
云
）

9
大
師
新ニ

―
金
堂
（
乙
）・
大
堂
欣粁
（
丙
）　

9
所
レ
令
二
鎮
壇
一
―
所
今
鎮
塔
（
乙
）

10o
自

―
ナ
シ
（
乙
丙
）　

10
擲
―
所
擲
一
（
甲
）

12
新
―
ナ
シ
（
甲
）・
欣粁
（
丙
）　

12
故ニ

設ト
ヒ
雖ト
モレ
有ト

―
次
設
随
有
（
乙
）

13
失
―
先
（
乙
）　

13
可
―
ナ
シ
（
甲
）
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15　

寳
珠
安
置
三
所
者
、
一
者

16　

宀
一
山
、
室
生
峯
也
。
彼
峯

17　

埋
置
〈
有
在
所ニ

／
別
習
一
〉。
彼
山
龍
神
、
令
守　

」 

（
第
四
紙
）

1　

護
於
寳
珠
一
、
久∴

為ナ
リ
令カ

布
二
利

2　

生ヲ
一
。　

二
者
、
摩
尼
峯
。
彼
峯

3　

如
意
輪
観
音
之
霊
験
地
也
。

4　

有
守
護
之
龍
神
一
、
安
置
彼

5　

所
一
、
二

以
佛
─

神ノ

威
─

験ハ

増ス

寳
珠

6　

力
、是

為
群
生
利
益
也
。

7　

三
者
、
奥
院
宛
丑
寅
方
一
、
去

8　

三
段
許
一
、
有
少
𦊆
一
。
樹
林
殊ニ

9　

茂シ
ケ
シ。

安
置
彼
岳ニ
一
。
彼
岳
ニ
ハ
不

10　

寳
珠ノ
ミ
ニ、

一

餘
之
所
持
寳
物

11　

多
種
所
被
籠
置
也
。

12　

有
寳
珠ニ

三
種
一
。
一
者
、
恵
果

13　

和
尚
付
属
之
寳
珠
〈
能
作
／
成 

＇性
〉

14　

二
者
、
大
師
御
自
作
〈
同
能
作
／
成 

＇性
〉

15　

三
者
、
大
師
依
勅ニ
一
令ム
ル
ニ勤
行

16　

祈
雨
法
一
、
有
魔
─

怨ノ

障
㝵
一
。

15
三
所
者
―
三
所
（
甲
）・
三
所
名
（
丙
）

17
龍
神
―
籠
神
（
甲
）

1∴

為ナ
リ

令カ

布
―
為
令
流
布
（
甲
）・
令
有
（
丙
）

2
峯
―
ナ
シ
（
甲
）

3
地
―
故
（
甲
）・
故
所
（
丙
）

4
龍
神
―
龍
神
女
（
甲
）　

4
安
置
―
置
（
甲
）

6
是
―
ナ
シ
（
甲
丙
）

7
宛
―
當
（
甲
）

8
許
―
計ヲ

（
甲
）　

8
殊ニ

―
ナ
シ
（
甲
）

10
寳
物
―
寳
珠
（
甲
）

13
和
尚
―
ナ
シ
（
丙
）　

13
成 

＇性
―
成
（
甲
）・
感
（
丙
）

14
〈
同
能
作
／
成 

＇性
〉
―
〈
四
能
／
作
成
一
〉（
甲
）・
同
能
作
威
（
丙
）

15
勅ニ

―
勅
命
（
甲
）
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17　

至ル
ニ

七
个
日ニ
一
不
降
雨
水
一
〈
或
宗
同
／
障
㝵
云
々
〉。　

」 

（
第
五
紙
）

1　

而
大
師
以
三
密
定
力ヲ
一
、
到
阿

2　

耨
達
池ニ
一
、
奉
請ス

善
如
龍

3　

王
一
。
々
々
甚
成シ
テ
歓
喜ヲ
一
、
奉

4　

頚
珠
并
相
副
到
神
泉

5　

菀
池
。
應
二o

修

力
法
威o
ニ一
、
忽ニ

降

6　

大
雨
一
。
其
時
龍
王
申
而
曰
、

7　

善
哉
々
々
大
菩
薩
、
此ノ

菀ノ

8　

砌ニ

有テ
二
善
縁
一
来
─

至ス

。
自
─

今
以
─

9　

後
、
住
此
砌ニ
一
、
至
于
弥
勒
下
生

10　

時ニ

、
守
─二

護
三
密ノ

教ヲ
一
、
守テ

皇
臣ヲ
一

11　

兼テ

令シ
テ

天

メ
ン

下ヲ
一
大
平ナ
ラ

、
一

以テ
ハ

寶
珠

12　

威
力
一
於
貧
道
衆
生ニ
一
令
冨

13　

饒
一
云
々
、
委シ
ク

約
束シ

畢
、
入
池ノ

石

14　

窟ニ
一
〈
有
出
現ノ

石
／
粗
尋
習
〉。
龍
王
付
属
玉

15　
ハ
奥
院ノ

傍ノ

岳ニ

所
ナ
リ

レ
令
安
置
一

16　

也
。
件ノ

玉ヲ

奥
院ニ

安
置ス
ル
由
来ハ

、
為 

」 

（
第
六
紙
）

1　
レ
令シ
テ

下
三
密ノ

教
文ヲ
一
久ク

流
─

布シ

、

2　

廣ロ
ク

増
益シ
テ

続ツ
ク

中
三
寶
仏
種ヲ
一
。

17
同
―
因
（
甲
）・
円
（
丙
）　

17
云
々
―
ナ
シ
（
甲
）

1
而
―
然ニ

（
甲
）　

1
到
―
引
（
丙
）　

2
善
如
龍
王
―
善
女
龍
王
（
甲
）

3
奉
頚
珠
―
奉
三
預
二
珠
一
（
甲
）・
奉
顕
珠
（
丙
）

4
神
泉
菀
池
―
神
泉
薗ニ
一
（
甲
）・
神
泉
苑
池
（
丙
）

5o

修

力
法
威o

一ニ
―
修
力
法
感ニ
一
（
甲
）・
修
力
法
威
（
丙
）

6
其
時
―
爾
時
（
甲
）　

6
曰
―
言
（
甲
）・
白
（
丙
）

7
菀ノ

―
薗ノ

（
甲
）・
苑
（
丙
）

8
来
─

至ス

―
ナ
シ
（
甲
）

10
皇
臣ヲ
一
―
向
王
臣
（
丙
）

11
令シ

テ
天

メ
ン

下ヲ
一
大
平ナ

ラ
―
一

天
下
泰
平
（
甲
）・
天
下
太
平
（
丙
）

12
威
力
―
ナ
シ
（
甲
）　

12
冨
饒
―
豊
饒
（
甲
）

13
委シ

ク
約
束シ

畢
―
委
細ニ

約
束シ

了テ

（
甲
）・
委
細
約
束
了
（
丙
）
13
入
池ノ

石
窟ニ
一
―
入

池ニ
一
々
石
山
渕
（
甲
）

14
石
／
粗
尋
習
―
者
／
粗
可
二
尋
習
一
（
甲
）

15
令
―
ナ
シ
（
丙
）

1
三
密ノ

―
三
密
々
（
丙
）　

1
流
─

布シ

―
流
布
無

ナ
ク
シ
テ
ハ

（
丙
）

2
仏
―
ナ
シ
（
丙
）



─ 80 ─

3　

無キ
カ
其
方
便
一
、
故ニ

於キ
テ
寶
珠ヲ
一

4　

令テ
レ
増セ
二
峯
寺ノ

冨
饒ヲ
一
、
至マ
テ

于

5　

五
十
六
億
七
千
万
歳ニ
一
、
布テ

6　

三
密
教
文ヲ
一
、
令メ
ン

二
人
─

法ヲ
シ
テ興
─

盛
一
。

7　

此
故
彼
院
邊
ニ
所
令
安
置
也
。

89　

中
院
少
塔
ハ
、
南
天ノ

截鋋
塔ヲ

所ナ
リ

レ

10　

冩シ
テ

造ル

。
件ノ

截鋋
塔
ハ
、
六
尺
間

11　

三
間
也
。
垂タ
ル

─

木キ
ハ

三
十
七
也
、
表

12　

卅
七
尊
。
六
尺
間
三
間ハ

三
六

13　

十
八
、
表
─

示ス

十
八
會ヲ
一
云
々
。

14　

准
胝
観
音
ハ
大
師
御
自

15　

作ナ
リ
。
為ニo

施

當
来ノ

衆
生ノ

衆
病ヲ

16　

悉
─

除シ
テ

、
壽
命ヲ

増
長シ

、
福
徳  

」 

（
第
七
紙
）

1　

冨
饒ニ
シ
テ、
満
足シ

官
位ヲ
一
、
顧ミ
ル
四
恩ヲ

2　

徳ヲ
一
、
流シ
テ

慈
悲ノ

涙
一
、
削テ
ハ

一
刀ヲ
一

3　

o 心
ニ

染
万
生
造
立ヲ
一
云
々
。

4　
　

土
心
水
師ト

者ハ

、
堅
恵
法
師ナ
□
。

5　
　

宀
一
山ト

者ハ

、
實
恵
法
師
也
。

3
無キ

カ
―
垂ル

ヽ
（
甲
）

4
冨
饒
―
豊
饒
（
甲
）

5
布テ

―
安
布シ

（
甲
）・
有
（
丙
）

12
六
尺
間
―
六
尺
（
甲
乙
丙
）

15o

施

―
ナ
シ
（
甲
乙
丙
）
15
衆
病ヲ

―
病
（
乙
丙
）

1
冨
饒
―
豊
饒
（
甲
）・
饒
（
乙
）　

1
位
―
ナ
シ
（
乙
）

2
涙
―
ナ
シ
（
乙
丙
）　

2
一
刀ヲ
一
―
万
（
丙
）

3
造
立ヲ
一
云
々
―
造
之
一
。
常ニ

可
唱
一

 
 

 
 

 

（
甲
）・
造
之
云

々
（
乙
）・
造
之

（
丙
）

4
水
―
ナ
シ
（
丙
）　

＊
第
4
～
8
行
相
当
部
分
、（
乙
）
に
ナ
シ
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6　
　

宀
ハ
實
也
、
一ハ

山ノ

土
心ナ
リ

。　

唐ニ
シ
テ

造ツ
ク
ル

7　
　

一
山
土
心　

恵
字
唐
造
也

8　
　

可
レ
有
二
法
師ノ

字
両
名
共ニ
一
。

9　

大
師ハ

三
月
廿
一
日ノ

寅
時ニ

御
入
定ス

10　

故
如
何
。　

予カ

思ハ
ク
、
三
月
御

11　

入
定
ハ
釋
尊
標
二
月
十
五
日

12　

入
滅
一
也
浅
略
義
也
。
其
故ヘ
ハ

、
天
竺ノ

13　

方
□
ハ
以
十
五
日ヲ
一
為ス
ル

一
月ト
一
故ニ

、

14　

至
于
二
月
十
五
日
一
ハ
三
月
也
。

15　

日
域
ニ
ハ
以
三
十
日
一o

為

一
月ト
一
故ニ

、

16　

三
月
也
。
三
月
者
、
滅シ
テ

三
毒ノ

17　

煩
悩ヲ
一
、
成シ
テ

三
徳ノ

秘
蔵ヲ
一
、
顕シ
テ

三 

」 
（
第
八
紙
）

1　

身
成
佛
一
、
為
レ
利
─二

益
正
像
末ノ

2　

三
定
聚ノo

衆

生
也
。
至テ

廿
一
日ニ
一
御

3　

入
定
□
何
。
自
三
月
一
日
一
至
于

4　

廿
一
日
一
、
三
七
日
也
。
初
七
日
ハ

5　

佛
部ノ

三
摩
耶
定ナ
リ
。
第
二
七

6　

日
ハ
蓮
花
部
三
摩
耶
定
。

7　

第
三
七
日
ハ
金
剛
部
三
摩

7
一
山
土
心
―
ナ
シ
（
丙
）

8
法
師ノ

字
両
名
共ニ
一
―
法
師
字
一
〈
両
名
／
也
〉（
甲
）・
徳
字
両
名
共
（
丙
）

10
故
―
願
（
甲
）　

10
御
―
ナ
シ
（
乙
丙
）　

11
標
―
檀
（
甲
）

12
入
滅
―
御
入
滅
（
甲
）　

12
天
竺ノ

方
□
ハ
―
天
竺ニ

ハ
（
甲
）

13
以
十
―
以
下
（
乙
）　

13
故ニ

―
ナ
シ
（
丙
）

17
顕
―
供
（
乙
）

1
益
―
ナ
シ
（
甲
）

2
御
入
定
―
有
御
入
定
（
甲
）

3
一
日
一
至
于
―
ナ
シ
（
丙
）
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8　

耶
定ナ
リ
。
彼
三
々
摩
耶
定ヲ

9　

成
就シ
テ
、
入
金
剛
定ニ

畢
。
是

10　

深
秘
意
也
。
故ニ

三
月
ハ
浅
略ノ

11　

利
生ナ
リ
。
三
七
日ハ

深
秘ノ

方
便
也
。

12　

三
月ノ

表
示
ハ
私
─

案ナ
リ

。
三
七
日ノ

13　

三
定
ハ
師
説
也
。

14　

寅
時ハ

初メ
ノ
時キ
ナ
リ。
最
上
相
應
義

15　

也
。
十
二
時
中
ニ
ハ
初
時
也
。  

＊
裏
書

16　

三
昧
中
ニ
ハ
三
密ノ

金
剛

17　

定ナ
リ

。
超
越ス
ル
コ
ト三

時ヲ
一
、
秘
教  
」 

（
第
九
紙
）

1　

故
也
。

2345　

先
海
僧
正
授
釋
王
寺
闍
梨ニ
一
、

6　

々
々
授
高
野
中
院
闍
梨
、
々
々

7　

授
琳
賢
闍
梨
、
々
々
授
光
明
寺

8　

阿
闍
梨ニ
一
、
々
々
授
賢
有
闍
梨ニ
一
、

9　

々
々
傳
賢
秀ニ
一
、
々
々
許
賜

9
畢
―
了
（
甲
乙
丙
）

10
意
―
ナ
シ
（
甲
）

11
深
―
ナ
シ
（
乙
）

　
13
三
定
―
定
（
乙
丙
）

15
初
時
也
―
初
時
（
甲
）・
約
（
丙
）

16
三
昧
―
三
昧
耶
（
乙
丙
）　

16
密
―
蜜
（
乙
）　

17
超
―
ナ
シ
（
甲
乙
丙
）　

17
秘
教
―
初
教
（
甲
丙
）・
初
発
（
乙
）

5
釋
王
寺
―
尺
王
寺
（
甲
乙
丙
）　

7
琳
賢
―
殊
賢
（
甲
）　

7
闍
梨
―
阿
闍
梨
（
乙
）

8
阿
闍
梨
―
闍
梨
（
甲
）　

8
々
々
―
ナ
シ
（
丙
）　

8
賢
有
闍
梨ニ
一
―
賢
有
一
〈
三

位
／
ア
サ
リ
〉（
甲
）・
賢
有
三
位
阿
闍
梨
（
乙
）・
賢
有
三
位
闍
梨
（
丙
）
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10　
 

一
。
ニ

11　

琳
賢
口
云
、
不
知
他
人ニ
一
、
相
互ニ

存

12　

生ノ

時ハ

不
知
両
人
一
、
努
力
不
可

13　

散
越
一
。
又
云
此
事コ
ト

全
非
書
付ニ
一
、

14　

只
口
授ス
ル

也
。

15　16　

嘉
禎
四
年
〈
戊
／
戌
〉
四
月
廿
三
日
傳
□

17　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
代
□
□

1819　
　
　

一
交
了

 
 

 
 

」 

（
第
十
紙
）

　

＊
（
第
九
紙
裏
書
）

　

乍
恐
箱
底
書
持
畢

　

是
蓮
峯
之
肝
要
也
。
非
宿
縁

　

者
、
専
可
隔
聞
歟
。
而
今
幸
奉

　

値
良
縁
、
忽
蒙
此
記
文
之
許
。

　

殊
有
子
細
全
非
輙
、
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。

　

仍
慎
外
見
、
制
誡
顕
然
也
。
況

9
々
々
傳
賢
秀ニ
一
、
々
々
許
賜

 

一
ニ

―
ナ
シ
（
甲
乙
丙
）

11
口
云
―
口
云

々
（
甲
）・
口
之
（
乙
）　

11
互
―
奉
（
乙
）　

12
努
力
不
可
―
努
力
々
々
不
可
（
甲
）・
努
々
不
可
（
乙
）・
努
々
々
不
（
丙
）

13
又
云
此
事コ

ト

全
非
書
付ニ
一
只
口
授ス

ル
也
―
出
不
可
二
言
説
一
云

々
（
甲
）・
ナ
シ
（
乙
丙
）

＊
以
下
裏
書
相
当
記
事
、
ナ
シ
（
甲
乙
丙
）



─ 84 ─

＊
本
文
注

・
第
七
紙
2
行
目
「
続ツ
ク

」、「
ク
」
の
上
に
重
ね
書
き
し
て
い
る
が
、
判
然

と
し
な
い
。

・
第
八
紙
3
行
目
「
万
生
」
に
声
点
あ
り
。

・
第
九
紙
17
行
目
「
秘
」、「
初
」
の
上
に
重
ね
書
き
し
て
「
秘
」
と
す
る
。

・
第
十
紙
10
行
目
「

」、「

」
の
上
に
重
ね
書
き
し
て
「

」
と
す
る
。

　

可
為
冩
本
哉
。
欲
埋
樹
下

　

其
一
也
。
若
不
尒
閉
眼
者
傳

　

経
人
必
可
存
此
由
、
可
奉
任

　

大
師
明
神
之
御
照
見
而
已
云
々
。
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注1 
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
品
展
覧
会「
空
海
と
密
教
の
典
籍
」』

（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
・
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
）
八
頁
掲
載
。

2 

阿
部
泰
郎
『
中
世
高
野
山
縁
起
の
研
究
（
私
家
版
）』（
元
興
寺
文
化

財
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）・
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
中
世
高
野
山
縁

起
集
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）。

3 

大
山
公
淳
「
道
範
大
徳
の
「
高
野
秘
事
」」（『
密
教
研
究
』
一
一
号
、

一
九
二
三
年
六
月
）
に
紹
介
さ
れ
る
。

4 

前
掲
『
中
世
高
野
山
縁
起
の
研
究
』
に
、
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
と

の
校
異
と
共
に
、
翻
刻
紹
介
さ
れ
る
。

5 

武
内
孝
善
「
古
典
籍
逍
遙 

第
十
四
回 『
高
野
山
秘
記
』 
一
冊
」（『
そ

れ
ゆ
け
！
と
し
ょ
か
ん
だ
よ
り
』
第
四
十
八
号
、
高
野
山
大
学
図
書

館
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
に
紹
介
さ
れ
る
。

6 

前
掲
、
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
中
世
高
野
山
縁
起
集
』。

7 

前
掲
、
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
中
世
高
野
山
縁
起
集
』。

8 

明
澄
に
よ
る
増
補
に
つ
い
て
は
、
甲
田
宥
吽
「
中
院
流
の
邪
流
を
伝

え
た
人
々
」『
密
教
文
化
』
一
三
五
（
一
九
八
一
年
九
月
）
に
も
「
本

文
の
内
ど
こ
ま
で
が
道
範
師
作
の
文
で
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究
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部
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る
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